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論  文  内  容  の  要  旨  

本研究は，愛知県で長く栽培され生産量が多いキク品種について，産地から株を収集後，特性を比較して優良系統を選抜  

し，それらの苗生産の分業化に備えウイルス，ウイロイド病の村策として簡易診断法および無病化苗生産法について検討し  

た。また，キク自さび病の抵抗性の検定法について考察を加えたものであり，得られた結果は以下のように要約される。  

1．キク品種‘秀芳の力’，‘黄秀芳の力’を対象に，系統分離した集団の中から優良な系統を選抜する過程を示し，無病化  

のための茎頂培養に伴う変異の問題を取りあげた。‘秀芳の力，は，愛知農試育成の茎頂培養株に由来する4系統および愛知  

県内の産地から収集した48系統の特性を比較した結果，茎頂培養殊に由来し収集系統の中では最も早く開花し，満開になっ  

ても花型が乱れず低温開花性の高い系統を優良系統として選抜した。‘黄秀芳の力，については，花色が濃い系統ほど開花が  

遅く，茎の伸長性と萌芽性が低い傾向が認められた。元品種‘秀芳の力，と同程度の早生性，茎の伸長性および萌芽性を示し，  

花型が乱れず花色が黄色花として流通する程度に濃いことを基準として優良系統を選抜した。これらの選抜系統は県内産地  

に直ちに普及し，切り花品質と生産性の向上を促進した。‘黄秀芳の力，および‘天寿，の茎頂培養株の変異について調査した  

ところ，‘黄秀芳の力’では培養元株より花色が濃くなる変異が2．7％の頻度で出現した。‘天寿，では，同一の元株から育成し  

た茎頂培養系統間に到花日数で大きな差が認められ，最も早く開花した系統と最も遅く開花した系統では，5日の差があっ  

た。これらのことは，苗を生産者に配布する前には厳しい検定が必要であることを示唆するものであった。   

2．近年被害が増大しつつあるCSVd（キクスタントウイロイド）について生産現場に近い段階で検定を行うことを前提  

に，多検体を扱いうるドットプロットハイプリグイゼイションに供するRNAの抽出方法を検討し，またTSWV（トマト  

スポッテッドウイルトウイルス）の無病化を図るため茎頂培養を試みた。最も検出感度の高いRT－PCR／nested PCR法で  

CSVdの保毒率を調べたところ，生産地で病徴を示さない株からも90％の割合で検出されたことからCSVdが蔓延してい  

ることが判明した。ドットプロットハイプリダイゼーションでCSVdを検定するため，キクの菓をCTABバッファーで磨  

砕し遠心した上清を煮沸した。さらに，遠心分離後，上清にイソプロパノールを加え2M塩化リチウムで分画し，さらに遠  

心してCSVd－RNAを沈殿，精製する方法を開発した。この煮沸法によるCSVdの検出感度はGTC／フェノール法の10倍  

程度高く，かつ劇物を使用しない優れた抽出法であった。煮沸法で抽出したCSVd－RNAはCSVdの全長を増幅するプラ  

イマーを用いたRT－PCRで目的サイズのDNAが増幅されており，煮沸しても分解されないCSVd遺伝子が残存すること  

が確かめられた。また，CSVd保毒株およびフリー株を用いた交雑を行い，無菌播種して育てたインビトロの実生個体につ  

いてCSVdを検定し，子房を通じて高い割合でCSVdが種子伝染し，花粉を通じてもCSVdが種子伝染する可能性が示唆  

された。さらに，TSWVに感染しているキクをインビトロの状態で370cで30日間高温処理し，茎頂培養することにより  

100個の茎頂から1個体のフリー植物が，培地にアマンタジンを25～100mg／1添加することにより12個の茎頂（大きさ0．3  

mm）から1個体のフリー植物が得られたが，フリー化の効率は低く今後の検討が必要であった。   

3．キク自さび病菌をインビトロのキク幼植物で培養する方法を開発した。温室内の発病菓を培養容器内のキクに接触し  

ないように容器内の上方に固定して接種することにより，雑菌の汚染を免れてキク自さび病に感染させることに成功した。  
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その発病葉を接種源として本病原菌を継代培養し増殖することができ，培養容器内のキクで発病したキク自さび病菌は，4  

か月間の低温貯蔵が可能であった。また，培養14か月後も土耕栽培のキクに対する病原性を維持していた。ガラスシャーレ  

内の寒天培地上に検定品種の菓の裏面が培地に接するように並べ，培養容器内のキクで継代培養した約1cm2の発病菓をそ  

れぞれの葉の上に冬胞子堆が下を向くように置きキク白さび病菌を接種する方法で，キクの白さび病に対する抵抗性の検定  

が可能であることを明らかにした。   

4．優良系統の選抜効果並びにCSVdの簡易診断法の普及について考察した。   

5．本論文の内容を総括し，キク無病化苗生産についての諸問題点を整理し，今後の展望を述べている。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

キクはわが国の切り花生産の中で最も多い花井である。本論文は，キクの主要な生産地である愛知県におけるキクの優良  

系統の選抜および無病苗生産に関する研究の成果をとりまとめたものである。評価すべき点は以下のとおりである。  

1．キク品種‘秀芳の力，，‘黄秀芳の力，について，優良な系統の選抜を行い，優良系統の茎頂培養に伴う変異の問題を取  

りあげた。その結果，両品種の茎頂培養株に由来するものの中から花型，生産特性の優れた系統をそれぞれ選抜した。これ  

らの系統は現在愛知県で広く栽培されている。茎頂培養個体の変異率は品種によっては2．7％に及ぶものがあり，茎頂培養  

由来の苗を生産者に配布する前には厳しい検定が必要であることを指摘した。   

2．キク生産地で被害が広がりつつあるCSVd（キクスタントウイロイド）について，現在知られている中で最も検出感  

度の高いRT－PCR／nested PCR法で生産地で病徴を示さない株からも90％の割合で検出されたことから，CSVdが生産地  

では蔓延していることを初めて明らかにした。また，簡易で取り扱いが安全なCSVd保毒および作出したCSVdフリー株  

を用いた交雑実験からCSVdが種子伝染し，花粉を通じても種子伝染することを初めて明らかにした。また，370c・30日  

間の高温処理および培養時に培地に抗ウイルス剤であるアマンタジンを添加することにより，TSWV（トマトスポッテッ  

ドウイルトウイルス）フリーの個体を低率ではあるが獲得している。   

3．キクの主要病害の一つである自さび病菌をインビトロのキク幼植物体で培養する方法を開発・確立した。さらに，発  

病菓を接種源として本病原菌を継代培養し，増殖することができ，培養容器内のキクで発病した白さび病菌は，4か月間の  

低温貯蔵が可能であることを明らかにした。また，自さび病菌の新規な接種法を開発した。これらの成果をもとに多数の個  

体について自さび病抵抗性を短時間で検定することができる方法を確立した。   

4．選抜した優良系統の愛知県における無病苗の供給体制の確立をするとともに本研究で得られた成果をもとにした汁液  

煮沸法によるCSVdの簡易診断法の苗生産企業への普及を行った。   

以上のように本論文は，わが国の主要な花井であるキクのウイロイド，ウイルスフリー苗生産のための基礎的・応用的研  

究を行ったものであり，園芸種苗生産学並びにキクの実際栽培に寄与するところが大きい。   

よって，本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。   

なお，平成16年6月24日，論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果，博士（農学）の学位を授与される学力  

が十分あるものと認めた。  
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